
公益社団法人　北広島市シルバー人材センター
〒061―1113　北広島市共栄町３丁目12番地１
TEL  011―373―6763　FAX  011―373―1252

第88号

2026.8
特集号

　

令
和
８
年
６
月
９
日
（
火
）、
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
令
和
８
年
度
定

時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
会
員

物
故
者
に
黙
祷
を
行
い
、
続
い
て
会
員

と
し
て
在
籍
10
年
に
達
し
た
方
、
地
域

班
長
を
３
期
以
上
在
任
し
た
方
、
ま
た

役
員
を
３
期
以
上
在
任
し
た
方
に
対
す

る
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

下
村
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓

と
し
て
北
広
島
市
長 

上
野 

正
三
様 

代

理 

経
済
部
長 

柴 

清
文
様
、
北
広
島
市

議
会
副
議
長 

坂
本 

覚
様
、
北
海
道
議

会
議
員 

鶴
羽 

芳
代
子
様
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
お
祝
い
と
励
ま
し
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
議
長
に
指

名
さ
れ
た
第
１
地
区
の
道
政 

務
さ
ん

の
進
行
の
も
と
、
規
約
の
新
設
・
一
部

改
正
、
令
和
7
年
度
収
支
補
正
・
流
用

予
算
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
、
配
分
金
見
積
基
準
表
の
改
定

の
報
告
案
件
５
件
並
び
に
令
和
７
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、
役
員

選
任
の
議
案
３
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
提
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
、

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

ホームページアドレス　https://webc.sjc.ne.jp/kitahirosima� このQRコードからアクセスしてください▶
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催

定
時
総
会
開
催

４月 2 5日（ 土 ）４月 2 5日（ 土 ）

６月30日（ 火 ）６月30日（ 火 ）

７月４日（ 土 ）７月４日（ 土 ）



－ 2026. 8 －2

　
「
中
期
計
画
」
を
着
実
に
推
進
し
、
施
策
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

・
事
業
目
標　

会
員
数　

5
1
5
人

　
　
　
　
　
　

受
注
契
約
金
額　

２
億
1
5
0
0
万
円

（
派
遣
事
業
含
む
）

施
策
１　

会　

員
（
会
員
の
増
強
）

　

①
会
員
の
拡
大

　
　

�

会
員
募
集
方
法
の
検
討
、
入
会
説
明
会
の
充
実
、

女
性
会
員
の
強
化
、
80
歳
以
上
会
員
の
対
応
、

会
員
の
退
会
抑
制

　

②
会
員
の
能
力
向
上

　
　

�

会
員
研
修
の
充
実
、
接
遇
・
技
能
研
修
の
推
進
、

後
継
者
の
育
成

施
策
２　

就　

業

　
　
　
　
（
就
業
機
会
の
拡
大
・
事
業
の
拡
大
）

　

①
就
業
先
の
開
拓

　
　

�

既
就
業
先
の
拡
大
、
新
規
就
業
先
の
開
拓

　

②
労
働
者
派
遣
事
業
の
取
り
組
み

　
　

�

会
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
既
存
の
契
約
内
容
の
点
検

　

③
独
自
事
業
の
推
進

施
策
３　

安
全
・
適
正
就
業

　
　
　
　
（
安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
推
進
）

　

①
安
全
就
業
の
推
進

　
　

�

事
故
未
然
防
止
の
推
進
、
安
全
教
育
の
推
進
、

事
故
・
安
全
情
報
の
共
有
、
周
知
・
徹
底

　

②
適
正
就
業
の
推
進

　
　

�

適
正
就
業
の
継
続
、
希
望
就
業
職
種
の
就
業
先

の
検
討
、
80
歳
以
上
の
職
種

施
策
４　

�

組
織
・
財
政
運
営
（
事
業
運
営
体
制
の

充
実
と
財
政
基
盤
の
強
化
）

　

①
事
業
運
営
の
活
性
化

　
　

�

組
織
体
制
の
充
実
、
会
員
組
織
の
充
実
、
事
務

局
機
能
の
充
実

　

②
広
報
活
動
の
充
実

　
　

�

セ
ン
タ
ー
活
動
の
Ｐ
Ｒ
、
セ
ン
タ
ー
認
知
度
の

向
上
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
広
報
紙
の

発
行
、
就
業
情
報
の
提
供

　

③
財
政
基
盤
の
確
立

　
　

�

自
主
財
源
の
確
保
、
経
費
削
減
の
推
進

　
　

�

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
施
行
に
か
か
る
包
括
的
契
約

へ
の
対
応

　
　

受
注
件
数　

１
２
０
０
件

　
　

会
員
業
務
委
託
料　

１
億
３
１
２
８
万
５
０
０
０
円

令
和
８
年
度 

事
業
計
画
の
概
要

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
生
活
に
密
着
し

た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
促
進
、
生
き
が

い
の
充
実
、
健
康
保
持
、
さ

ら
に
地
域
の
活
性
化
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
法
」
の
改
正
に
よ
る
70
歳
ま
で
の
就
業

機
会
確
保
が
努
力
義
務
化
さ
れ
、
さ
ら
に
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
」
や
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
」
な

ど
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
、
事
業
環
境
は
厳
し
い
現
況

に
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
労
働
施
策
総
合
推
進
法
や
女
性
活

躍
推
進
法
の
改
正
、
ま
た
、
女
性
版
「
骨
太
の

方
針
２
０
２
５
」
に
よ
り
、「
女
性
が
活
躍
で
き

る
地
域
づ
く
り
」
や
「
す
べ
て
の
人
が
希
望
に

応
じ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
等
、

女
性
活
躍
の
推
進
や
支
え
手
と
な
る
人
材
の
確

保
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
セ
ン
タ
ー
で
は
人
手

不
足
分
野
で
の
就
業
先
の
開
拓
や
会
員
の
多
様

な
就
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
仕
事
の
確
保
な
ど

へ
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
も
中
期
計
画
の
も
と
、「
会
員
拡

大
及
び
就
業
機
会
の
拡
大
」、「
安
全
・
適
正
就

業
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
女
性
会
員
の
拡
大
や
就
業
支
援
」、「
高
齢

者
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
で
き
る
就
業
環

境
の
整
備
」
等
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
木
工
・
花
苗
・

腐
葉
土
と
い
っ
た
独
自
事
業
や
女
性
委
員
会
（
ほ

ほ
え
～
む
）
の
手
芸
品
製
作
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
」
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、「
北
広
島
市
総
合
計
画
」
の

後
期
５
年
間
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、

９
月
に
は
市
制
施
行
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今

後
と
も
市
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
等
と
も
十
分

連
携
を
図
り
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
理
念
の
も
と
、
皆
様
と
と
も
に
事
業
の
よ
り

一
層
の
推
進
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
喜
ば
れ

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
事
業
運
営

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
長　

下
村
　
英
敏

セ
ン
タ
ー
事
業
の
よ
り
一
層
の

セ
ン
タ
ー
事
業
の
よ
り
一
層
の

推
進
を
目
指
し
て

推
進
を
目
指
し
て

　昨年に引き続き、エルフィンロードのオープンに併せての落葉除去（４
⁄ 25）、ハーフマラソン開催前の枝払い、ロードのブロア清掃（６⁄ 30）
のボランティア活動を行い、延べ82人の皆さんに参加いただきました。
特に、ミニトマトを提供する自転車の駅前は入念に雑草除去を行いまし
た。また、７⁄４にはランナーに提供するミニトマトのへた取りに女性委
員会から10人が参加いただきました。皆さん、ありがとうございました。

表 紙 　 プラス　（今年もエルフィンロード大清掃大作戦）✚

議 案 審 議議 案 審 議

代理 柴部長代理 柴部長 坂本副議長坂本副議長 鶴羽道議鶴羽道議 役 員 表 彰役 員 表 彰 地域班長表彰地域班長表彰
上 野 市 長上 野 市 長

下村理事長下村理事長 道政議長道政議長

会 員 表 彰会 員 表 彰

白崎安全委員長白崎安全委員長
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令
和
８
年
度
は
、
２
年
に
一
度
の
役

員
改
選
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
区

か
ら
推
薦
を
受
け
た
会
員
、
女
性
、
独

自
事
業
及
び
外
部
役
員
候
補
者
が
役
員

選
考
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
、
総
会
に

お
い
て
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
２
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
任
期
】�

令
和
８
年
６
月
９
日
か
ら
令
和
10
年
度
定
時
総

会
の
終
結
日
ま
で

　

山
下
理
事
、
吉
田
理
事
、
佃
理
事
、
原
理
事
、
熊

坂
監
事
が
定
時
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
任
期
間
中
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
に
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

理  

事  

長
（
再
）

下
　
村
　
英
　
敏

（
第
４
地
区
）

理　
　

事
（
新
）

清
　
水
　
憲
　
二

（
第
２
地
区
）

副
理
事
長
（
再
）

白
　
崎
　
秀
　
年

（
第
６
地
区
）

理　
　

事
（
新
）

伊
　
藤
　
　
　
貢

（
第
３
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

大
　
和
　
幸
　
江

（
第
４
地
区
）

理　
　

事
（
新
）

三
　
浦
　
基
一
郎

（
第
１
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

三
　
上
　
元
　
幹

（
第
５
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

村
　
井
　
　
　
明

（
第
７
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

西
　
窪
　
瑞
　
恵

（
第
９
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

阿
　
蘇
　
久
　
男

（
第
８
地
区
）

理　
　

事
（
新
）

柴
　
　
　
清
　
文

（
市
経
済
部
）

理　
　

事
（
再
）

大
　
河
　
友
　
子

（
第
４
地
区
）

理　
　

事
（
再
）

寺
　
嶋
　
好
　
隆

（
第
９
地
区
）

監　
　

事
（
再
）

中
　
山
　
至
美
緒

（
第
６
地
区
）

監　
　

事
（
新
）

中
　
屋
　
　
　
直

（
市  

社  

協
）

❖ 

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

❖ 

㈲
エ
ル
ム
保
険
セ
ン
タ
ー

❖ 

㈲
贈
屋
本
舗

❖ 

㈱
カ
ミ
ノ

❖ 

㈱
カ
ワ
バ
タ
札
幌
営
業
所

❖ 

環
境
開
発
工
業
㈱

❖ 

北
島
工
業
㈱

❖ 

北
広
島
商
工
会

❖ 
社
会
福
祉
法
人
北
ひ
ろ
し
ま
福
祉
会

❖ 
久
蔵
庵

❖ 
㈱
ク
ラ
ー
ク
自
動
車

❖ 

㈱
興
発
ス
パ
イ
ラ
ル
製
作
所

❖ 

佐
々
木
・
広
谷
建
設
㈱

❖ 

札
幌
都
市
興
行
㈱

❖ 

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

❖ 

三
和
機
工
㈱

❖ 

㈱
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
北
広

❖ 

田
島
工
業
㈱

❖ 

千
歳
印
刷
㈱

❖ 

㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
札
幌
北
広
島
イ
ン
タ
ー
店

❖ 

北
斗
防
災
設
備
㈱

❖ 

㈱
北
洋
銀
行
北
広
島
中
央
支
店

❖ 

北
駿
建
設
㈱

❖ 

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
北
広
島
Ｓ
Ｓ

❖ 

㈱
北
海
道
銀
行
北
広
島
支
店

❖ 

北
海
道
車
体
㈱

❖ 

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
北
広
島
営
業
所

❖ 

㈱
ラ
ウ
デ
ィ

❖ 

㈲
良
寿
司

　

賛
助
会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
目
的
に
賛
同
し
、
事
業
に

　

賛
助
会
員
は
、
セ
ン
タ
ー
の
目
的
に
賛
同
し
、
事
業
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
す
。
令
和
８

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
す
。
令
和
８

年
度
は
新
た
に
「
札
幌
都
市
興
行
株
式
会
社
」
様
、「
明
治

年
度
は
新
た
に
「
札
幌
都
市
興
行
株
式
会
社
」
様
、「
明
治

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
」
様
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
現

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
」
様
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
現

在在
2929
の
企
業
等
に
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
賛
助
会

の
企
業
等
に
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
賛
助
会

員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申

員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
く
だ

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
会
員
の
ご
紹
介

賛
助
会
員
の
ご
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（（
五
十
音
順

五
十
音
順  

、
敬
称
略

、
敬
称
略
））

新役員の新役員の
紹　　介紹　　介

（公社）北広島市シルバー人材センター組織図（公社）北広島市シルバー人材センター組織図

常
務
理
事
（
再
）

山
　
﨑
　
克
　
彦

（
第
１
地
区
）

業務係 小林 陽子
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現
在
、
５
０
０
余
名
の
会
員
の
平
均
年
齢
は
75
歳
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
い
か
に
健
康
で
活
動
的
な
状
況
で
い
ら
れ

る
か
が
最
大
の
課
題
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
目
的
を
も
っ

て
元
気
に
活
動
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
い
う

場
が
あ
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

安
全
に
就
業
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
無
事
故
、

傷
病
無
し
が
大
き
な
願
い
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
毎
年
、

事
故
や
怪
我
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
熱
中
症
や
ス
ズ
メ
バ

チ
、
ケ
ム
シ
に
よ
る
被
害
も
心
配
で
す
。

　

折
角
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
事
故
が
発
生
す
る
と
、
当

事
者
に
と
っ
て
は
本
当
に
無
念
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
全

シ
協
（
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
）
の
「
安

全
就
業
ニ
ュ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
令
和
７
年
度
の
就
業
中

の
死
亡
事
故
は
23
件
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
就
業
に
向
け
た
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、
担
当
職

員
や
班
長
が
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
共
働
、
共
助
の
事

業
理
念
の
下
で
、
個
々
を
尊
重
し
、
助
け
合
っ
て
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　

各
自
の
役
割
に
責
任
を
持
ち
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

仕
事
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
シ
ル
バ
ー
会

員
で
あ
る
こ
と
の
意
味

を
し
っ
か
り
認
識
し

て
、
安
全
へ
の
意
識
を

高
く
持
っ
て
、
仕
事
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
最
優
秀
賞

安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
最
優
秀
賞

■
個
人
の
部
（
清
水
　
憲
二
）

　『
シ
ル
バ
ー
の
心
は
一
つ
・
事
故
ゼ
ロ
目
指
そ
う
』

■
職
域
班
の
部
（
防
災
セ
ン
タ
ー
班
）

　『
無
事
故
こ
そ
　
あ
な
た
の
誇
り
　
宝
物
』

手づくりマーケット手づくりマーケット　木工品＆手芸品展示販売会　木工品＆手芸品展示販売会ininエルフィンパークエルフィンパーク　６/４　６/４（木）（木）～６/6～６/6（土）（土）

　今年も、ＪＲ北広島駅に隣接するエルフィンパーク交流広場で３日間開
催しました。木工班による木工品の展示販売や恒例の包丁研ぎ、女性委員
会（ほほえ～む）による手芸品の展示販売やＰＰバンドで作る「金魚づく
り体験」が行われました。天候にも恵まれ、多くの方に来場いただき、大
盛況のうちに終了しました。

安全委員会から（熱中症予防と対策）
　熱中症予防には、水分補給と暑さを避けることが大切です。喉が渇いていなくてもこまめな水分補給
を心がけましょう。また、塩分をとることも必要です。熱中症は屋外だけではなく、室内でも発症します。
　安全委員会では「熱中症発症時のフローチャート」を定め、Smile to Smile でお知らせしています。
皆さんには、就業現場での迅速かつ的確な判断と適切な対応をお願いします。

ゴールド会員制度・夫婦会員制度のお知らせゴールド会員制度・夫婦会員制度のお知らせ
❖ ゴールド会員制度
　�　仕事はしないけれど、会員としてボランティア活動や講習会、親睦会等に参加し、健康維持や仲間づくり、

社会貢献活動を希望する方へ向けた制度です。
　　今年度から在籍期間が５年から２年となり、年会費も無料となりました。
　　「仕事はできないから退会しようかな」と思う前に、是非、ゴールド会員での会員継続を検討ください。

❖ 夫婦会員制度
　�　夫婦で会員の場合、一方の配偶者（婚姻の届出はしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者も含

む）の年会費が、1500円となる制度です。夫婦のどちらか、またはどちらも新規に入会する場合も該当します。

希望される方は、事務局までお申し出ください。

シ
ル
バ
ー
で
安
全
に
仕
事
を
す
る
た
め
に

委
員
長
（
副
理
事
長
）　

白
崎　

秀
年

　当センターでは、高齢化が進んでおり、一般家庭や企業等からの受注はあるものの依頼に応じら
れないケースが増えています。
　市内にお住まいで60歳以上の元気で働く意欲のある方はどなたでも入会できます。
　会員皆さんの友人や知人でセンターに興味のある方、入会を希望する方がいましたらぜひ当セン
ターにお誘いください。入会説明会は、毎月開催しています。

安
全
就
業
の
推
進
コ
ー
ナ
ー

安
全
就
業
の
推
進
コ
ー
ナ
ー

会 員 大 募 集！！ セ ン タ ー の 会 員 に な り ま せ ん か

個人の部個人の部

安全委員会安全委員会

職域班の部職域班の部
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交通安全教室 ５/19交通安全教室 ５/19草刈機械取扱い講習会 5/18草刈機械取扱い講習会 5/18 普通救命・AED講習会 ６/17普通救命・AED講習会 ６/17

令
和
８
年
度
後
半
の
講
習
会

講 習 会 名 日　程 曜日 開始 終了
定　員

会員 一般
冬 囲 い 講 習 会 10月７日 水 ９時 16時 15名 ５名
稲 わ ら 講 習 会 11月５日 木 10時 16時 10名
冬 道 交 通 安 全 講 習 会 11月27日 金 10時 12時 15名
木 工 講 習 会 １月21日〜22日 木・金 ９時 15時 10名

包 丁 研 ぎ 講 習 会
２月下旬 13時 16時 10名

２月26日 金
10時 12時 10名
13時 15時 10名

ス マ ー ト フ ォ ン 講 習 会 ３月 未定 未定 未定

   ９月15日（火曜日）
  10月15日（木曜日）
  11月16日（月曜日）
  12月15日（火曜日）
   1月15日（金曜日）
   ２月15日（月曜日）
   ３月15日（月曜日）

９
月
以
降
の
配
分
金

の
支
払
い
予
定
日

主 な 講 習 会 だ より主 な 講 習 会 だ より（７月までに 終了した講 習会 から3事業を紹介します）（７月までに 終了した講 習会 から3事業を紹介します）

女
性
委
員
会（
ほ
ほ
え
〜
む
）の
活
動
コ
ー
ナ
ー

女
性
委
員
会（
ほ
ほ
え
〜
む
）の
活
動
コ
ー
ナ
ー

「
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
の
籠
作
り
講
習
会
」
を
終
え
て

委
員
長　

渡
邊　

富
江

　

ほ
ほ
え
～
む
会
員
３
人
が
講
師
と
な
り
、
７

月
１
～
２
日
の
２
日
間
、
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
（
荷
造

り
梱
包
用
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
バ
ン
ド
）
を

使
っ
て
の
籠
作
り
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
６
人
で
、
１
日
目
は
籠
の
本
体
作
り
、

２
日
目
は
籠
の
模
様
入
れ
と
持
ち
手
を
付
け
る

と
い
う
工
程
で
す
。

　

今
回
、
初
め
て
の
取
り
組
み
だ
っ
た
の
で
、

講
師
は
緊
張
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
当
日
を
迎

え
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
物
作
り

が
好
き
な
方
た
ち
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
終
始
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
３
人
が
製
作
完
了
し
ま
し
た
が
、

時
間
が
足
り
な
く
完
成
で
き
な
か
っ
た
３
人
に

つ
い
て
は
、
７
月
10
日
の
例
会
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
無
事
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
は
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
参
加
さ
れ
た
男
性
１
人
、
女
性
３

人
が
、
７
月
の
例
会
か
ら
「
ほ
ほ
え
～
む
」
に
入
会
さ
れ
た
こ
と
で
、

８
月
の
例
会
は
、
と
て
も
賑
や
か
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、来
年
の
干
支
で
あ
る
「
未
（
ひ
つ
じ
）」
に
因
ん
で
「
稲

わ
ら
で
作
る
親
子
羊
講
習
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、７
月
４
日
（
土
）
に
は
、今
年
が
２
回
目
と
な
る
Ｆ
ビ
レ
ッ

ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
、
３
６
０
０
個
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
へ
た
取

り
を
し
ま
し
た
。
10
人
が
参
加
し
、
お
し
ゃ
べ

り
を
し
な
が
ら
の
作
業
で
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
（
ほ
ほ
え
～
む
）
に
興
味
の
あ

る
方
、
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

　

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　市の交通安全推進員を講師に
招いて、DVD 視聴、自転車の新
しい制度などについての講義を
受けました。これを機会に改め
て安全運転を心がけてほしいと
思います。併せて、北海道地域
安全課の方にも来ていただき、電
話によるニセ警察官詐欺の手口
を実践し、詐欺被害に遭わない
ためのお
話もして
いただき
ました。

　今年も、三和機工㈱から講師
を招いて、草刈り作業が始まる
前に刈払機や自走式草刈機の特
性や安全な使い方についての説
明を受けました。講習会で学ん
だことを業務に活かして「安全
第一」を心掛けて作業をお願い
します。また、この講習会を受
けて２名の会員が新たに草刈班
の仲間に
なりまし
た。

　消防署救急担当の方を講師に
招き、講義と実技指導を受けま
した。救命が必要な場面に遭遇
することはそうそうありません
が、いざという時には慌てるこ
となく、自信をもって適切な行
動ができるよう、定期的に受講
することが大切です。
　改めて救急救命の大切さやAED
の操作方
法につい
て学ぶこ
とができ
ました。

「配分金明細書」の郵送はしていませんので、
「Smile to Smile」での確認をお願いします。



－ 2026. 8 －6

　

ま
ず
は
、
自
己
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
６
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
理

事
に
選
任
さ
れ
、
同
時
に
広
報

部
会
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
伊
藤　

貢
で
す
。
趣
味

は
卓
球
、
囲
碁
、
カ
ラ
オ
ケ
、

読
書
、
お
酒
？
と
貧
乏
暇
な
し

の
78
歳
で
す
。

　

今
回
の
ふ
れ
あ
い
特
集
号
を

発
行
す
る
に
あ
た
り
、
３
回
の

編
集
委
員
会
を
開
催
し
、
い
か

に
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え

る
か
、「
ふ
れ
あ
い
」
を
通
じ

て
セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発

及
び
宣
伝
を
簡
潔
に
お
知
ら
せ

で
き
る
か
を
重
点
的
に
話
し
合

い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
理
事

委
員
を
は
じ
め
編
集
の
達
人
熊

坂
会
員
、
事
務
局
全
員
の
奮
闘

の
甲
斐
も
あ
り
、
予
定
ど
お
り

皆
様
に
特
集
号
を
お
届
け
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
読
ん
で
「
楽
し
い
・
た
め

に
な
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

長
く
編
集
委
員
長
を
さ
れ
、

編
集
・
発
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
山
下
千
秋
さ
ん
は
卒
業
さ
れ

ま
し
た
。お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
伊
藤
）

編
集
後
記

発　行

公益社団法人
北広島市シルバー人材センター

編　集

広報部会編集委員
◎三上元幹　 ○西窪瑞恵
・伊藤　貢　  ・熊坂克也
・山㟢克彦

印　刷

千歳印刷株式会社

　

７
月
９
日
、
男
性
21
人
、
女
性
９
人
の
総
勢
30

人
が
参
加
し
て
、
仁
木
町
、
余
市
町
、
小
樽
市
の

３
ヶ
所
を
巡
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
と
観
光
地
巡

り
の
旅
」
に
行
き
ま
し
た
。

　

仁
木
町
の
「
よ
し
だ
チ
ェ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
で

は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
甘
い
さ
く
ら
ん
ぼ
が
食
べ
放

題
で
中
に
は
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
方
も
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
大
量
の
お
土
産
を
購
入
し
、
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
に
大
満
足
で
し
た
。

　

余
市
町
で
は
、
国
指
定
史
跡
「
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
」

を
訪
れ
、
２
０
０
０
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、

太
古
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

小
樽
市
で
は
、
天
狗
山
山
頂
か
ら
市
街
と
港
の

素
晴
ら
し
い
景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
樽
港
湾
合
同
庁
舎
内
の
「
ま
ん

ぷ
く
亭
」
で
昼
食
を
と
り
、「
田
中
酒
造
」
で
の

見
学
・
試
飲
、「
か
ま
栄
」
で
名
物
の
か
ま
ぼ
こ

を
お
土
産
に
し
て
、
全
員
無
事
に
北
広
島
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
気
予
報
は
雨
模
様
と
の
こ
と
で
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
声
に
天
が
味
方
し

て
く
れ
た
の
か
、
行
く
先
々
で
は
雨
に
当
た
ら
ず
、

バ
ス
に
乗
る
と
小
雨
が
降
る
な
ど
、
合
間
を
か
い

く
ぐ
る
幸
運
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
１
日
で
し
た
。

　

最
高
齢
93
歳
女
性
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
そ

の
元
気
な
姿
に
参
加
者
全
員
が
そ
の
元
気
を
分

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
帰
り
旅
行
の
楽
し

い
一
日
が
気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
親
睦
会
旅
行
は
、
新
役
員
と
な
っ
て
初

め
て
の
企
画
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
秋
に
も
旅
行
を
企
画
し
ま
す
の

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
同
士
の
ふ
れ

あ
い
の
場
に
し
ま
せ
ん
か
。

　

秋
の
旅
行
に
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

夏
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

親
睦
会
会
計
幹
事　

松
下　

眞
満

　

北
広
島
の
宝
物
、
旧
島
松
駅
逓
所
は
、

昭
和
59
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
現

存
す
る
駅
逓
所
と
し
て
は
道
内
最
古
の
も

の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
６
年
か
ら
２
年
に
及

ぶ
耐
震
、
防
災
設
備
、
建
具
の
改
修
、
屋

根
の
柾
材
の
葺
き
替
え
等
の
改
修
工
事
が

行
わ
れ
、
４
月
28
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
建
物
と
周
辺
管
理
を
市

教
育
委
員
会
か
ら
受
託
し
て
い
て
、
４
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら

11
月
17
日
ま
で
管
理
人
と
し
て
７
人
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

平
日
は
１
人
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
２
人
体
制
で
、
午
前

10
時
の
開
館
か
ら
午
後
５
時
の
閉
館
ま
で
、
毎
日
、
朝
の

清
掃
、
事
務
処
理
、
周
辺
管
理
、
館
内
の
清
掃
、
受
付
業
務
、

個
人
・
団
体
の
来
館
者
へ
の
館
内
説
明
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
入
館
料
は
、
大
人
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円
、

北
広
島
市
内
の
65
歳
以
上
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
山
久
蔵
の
生
誕
地
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
や
縁
の

あ
る
宮
城
県
人
会
、
山
形
県
人
会
の
皆
さ
ん
等
、
全
国
か

ら
も
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し

て
、
一
番
喜
ば
れ
て
い
る
の
が
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
裏
に
ス
タ

ン
プ
を
５
回
押
す
と
綺
麗
な
絵
が
完
成
し

ま
す
。
入
場
券
も
今
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
記
念
で
今
年
だ
け
の
も
の
で

す
。
市
内
65
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
が
入
場
券
を
見
て
、

記
念
に
購
入
さ
れ
る
方
も
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
管
理
人
は
、
田
植
え
・
稲
刈
り

等
の
水
田
管
理
、
蓮
池
、
山
百
合
、
散
策

路
や
記
念
碑
の
管
理
等
、
管
理
人
が
自
ら

作
業
で
経
験
し
て
い
る
こ
と
の
説
明
等
を

通
じ
て
、
お
客
様
が
こ
れ
ま
で
よ
り
一
人

で
も
多
く
来
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
に

日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
旧
島
松
駅
逓
所
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

旧
島
松
駅
逓
所
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

旧
島
松
駅
逓
所
管
理
班
　
村
井
　
　
明

職
種
班
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

職
種
班
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

親
睦
会
だ
よ
り

親
睦
会
だ
よ
り


